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緒言

筆者のー・人(本間〉は大正 12年春夏の候阿蘇山の火山地質研究ぞ志し少しく本地方ぞ抜

渉したが，其の後関東地震の突護其の他種々なる事情により充分なる踏査の機舎在得なか

った。然し葱に記す所の概念は此の時及び其れ以後の撤回に亙る短時間の調査で大韓認め

たものである。ご川、で昭和 12年の夏筆者の他の一人(迎)は本地域を 2ナ月に亙って踏査

し梢 z詳細に本火丘群の地質構造冷知り得ずこので取敢す其の概要そ報告する吠:第である。

阿蘇中央火丘群は地形聞に依って明カ、なる如く 12箇の主火丘と更に多数の寄生小火丘か

ら成るもので，其の地質構造是明カ、にするは容易な業ではないc 然かのみなら歩是等の火

J千.1t構成する岩石の種類は甚古盤化に富み，此の度新に分析せられたる数箇の例に就いて

見るも其の SiO~ 量は多きは 72.50;'0 に及む少きは 51.69，7;に過ぎす，殆ど流紋岩より玄武

岩に及ぶ所の康範閣を占むるのである。従って其の詳細は各火丘に就て一々充分なる調査

を港けて後知らるべきである。故に蛮に掲ぐるものは全くーの概要に過ぎぬものである。

各火丘ヰヒ形遣る火成岩の顕微鏡←1;の研究比むに其の化事分析の数は甚fご少し其の深淵

にして最も重要なる部分には未j:殆ど鰯る A 所無きも，明治34年伊木常誠博士が始めて其

のー紋的地質調査報告を物せられてより後，中リと火丘群の地質構造に関しては松本教授外

2-3事者の一部公にせら九fこるものを除けば一般的研究なく甚古寂塞冶感歩、るごた第である

ので，其の不備を顧み?敢て新に臨められたる数筒の事賓を盛 'J本火丘群の地質構造一般

の概略を報告しようとするのである。

阿蘇中央火丘群の地形、地質反岩石

線、説

阿蘇中央火丘群は地形及地質構造上の特性じ従ひ，之えと扶;の地厄に分つ。郎ち
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阿蘇中央火丘群地質構造概報

a 北西部火山地区， b 南西部火山地匝， c 東部火山地区

である。而して北西部火山地区は其の地形未f:全く若く殆ど解析されさる地形匝であっ

て，杵島岳，性生岳の 2座の大火丘や主峰とし，之よめ北及西の聞に緩漫な裾野を曳く所

の火山地匝である。共に南西部火山地匝は今や始んど其の活動を了へ，最も新しき火丘も

漸ゃく解析そ受くるに至ったものである。而して本地匝南東の一隅は更に之より古く，東

部火山地匝の基底火丘と共に阿蘇中央火丘群[1111ミ初に活動を起せる所である。其の全韓の

地貌は千里ク潰信火口在中心とし西方に緩科する墓地賦の地形ぞ主障とし，之に南東隅の

解析ぞ受けたる一地匝が附局する所の比較的軍調なるものである。之に反し第三の束部火

山地匝は中央火丘群誕生の始めよわ，今日迄連綿として火山活動ぞ糟績し，先きに活動を

終へfこる東，北，南の 3而の如き少くも中腹以下の山地は甚しき解析そ受け始ど其の奮形

ぞ想起し得ね程である。然るに頂部と西部とは山容向ほ全く若く，殊に西部に於し、て中岳

が現今旺んに噴煙し，倫(;I火ー任建設の幼年期に在るのである。

次に之を火成'/}地質事!二より見れば北西部火山地匝は玄武古賀安山岩のみより成り，例

外として此の中に離れむの如く蛇ノ尾の是等より活じ古い一小寄生火山が存在するのみで

ある。之に反しï，~，j西部地匝では，'}，j東部に開基性安山岩(撤関石複輝石安山 {I})の小地区があ

る外は主として化摩成分上流紋引に相官する丹石より酸性なる複輝石安山岩に可.る所の各

種の千里ク潰火山の噴出物より成り，此の外に縄基性安山岩(微暁干i輝石安山~+)の寄生火

山とーの黒雲母流紋r-}(斑晶に石英なし〉の小市生火山の呉例ぞ含んで‘居る O 而して最後の

東部火山地恒は略(1開基{笠宮ellJ有一酸性安山狩一機基性安山岩一一五武岩質安山岩の順序を

以って各種の火山77が噴出し，その岩石の分千liは7)(7ji的にも垂直1'，句にも;nr維ぞ極める火山

区である。

以 tの如く~，:火山地域は比較的裁然と 3 簡の小I也匝に匝分する事を得，是等は夫々地彩

的にも地質にも明瞭なる特徴そ有するのである。

最後に注意すべきは阿蘇中央火J千.群を構成する火成岩中の有色鏑抄jは輝石，撒概石，紫

蘇輝石にして全然角閃石類なく黒雲ほが研究所火丘に少量見出されることである。

以下各地問に就き些か詳~して見る。

北西部火山地匡

地形と地質本地匝の南東部に丘皇歪(1321m)及び往生企(1238.1m)の2座の火丘が
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第 1闘阿蘇中央火丘群地質岡

y ....... ー」一一

。
みら ~n

E 

p -0 

p -cr， 

1 -4 

1-3 

1-2 

1-1 

1-0 

3 

2 

O 

YO 

a i中積地 (東部火山地区)El¥'噴火口丘噴出物， EIII--2 中岳噴出物， Elll-l高岳噴出物，

EJJI-O高嫁噴出物 EII-2泉氷山噴出物 EII-l沓中岳噴11¥1"J，EPー O 扇山噴出物 EP-m

丸山噴出物 EI--4欝高岳噴出物 EI-3檎山噴出物. EI-2結尾岳噴出物. EI-l 1若ケ峯噴出

物.EI-O根子岳噴出物 (北西部火山地直):':W -5上米塚噴出物， );¥¥'-4米塚噴出物. ~，ìV-

3杵島岳噴出物.X¥¥'-2往生岳噴出物. ':--; ¥¥'ーl蛇ノ尾噴出物 (南西部火山地1豆) 川 γ-5'小

烏帽子山噴出物.s，，'ー5千里ケ演噴出物， 同γ-4湯ノ谷山噴出物， 日Yー3栃木上部熔岩，sw 
-2'研究所丘噴出物， :-，¥¥'-2栃木下部熔岩. SiV-l烏帽子岳噴出物，引γーO御趨門山噴出物，

S"'_Yo 夜峯(1円~'t出物 Som外輪山地区
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阿蘇中央火丘群地質構造概報

南北に挫び存し何れも美しき園針t丘をなし其の傾耕 20-25'である。雨行とも山頂及び

山腹に，数筒の噴火口及ひ爆裂火口を有する事は地形聞に見る通りであって其の構造は必

第2悶l阿蘇中央火丘群北西部及ひ'南間部火山地医地形岡

すしも簡軍ではない。此の 2火丘の何れが早く i行部J冷始め，叉すこ何れが平く活動を終ヘナこ

かを確める司王はi甚f:困難であるが，其の活動大字の朋聞に疋り耐者交互に或は同時に活動

しに事は想像に難くない。而して後に述べる通払此の耐火丘から噴出しす二もの(合紫蘇

輝石倣概石輝石玄武岩質安山岩〉も殆ど同様の外観ぞ呈し野外に於いてすら}i;，雨者を全

く匝別し符ない場合がある。

(:l ~8 ) 



阿蘇中央火丘郡地質構造槻報

杵臼岳の北西に常り小寄生火Ji:上米塚あわ， 111頂には地形聞にて確め得ゴる 3筒の'J、火

口があって略段取西に配刈する。此の北々西に蛍り米J家(954m)あり，摺鉢を伏せたるが

如きたし主)巳忠をなし，山田に 40mX20 m の卵形ぞ呈し，深~ 10m除の噴火口伝持っ

てゐる。

以上大小 4座の火I王は何れも之より北西か成汎な地域に多量の;熔むぞ流出した主なる噴

火口の位置を示すものであって，今日見る困錐Jiは是等の活動力f，/o衰へ?こる後，其の 1:に

残像活動の結果火山砂喋と小熔f:uttとが交互に堆積して生じたものである。主火丘建設の

途中山腹或は山麓より大熔{，}t1iが噴流して大熔岩原を展開する現象は理由，富士山の如き

大火丘に於し、て常に見る所であるが，杵島，性生の雨火丘に方そし、ては未Tご殆ど此の著しき

ものぞ見守，之は雨火丘が睦積小にして比岐的複雑なる構造を示してゐるの事宜より考察

すれば此の程度の火IJJ韓は火山力が噴火管の直 tに輩現する場合に苦しき障主とならねが

婦と忠はれる

北西部大山地に於ける上蓮4座の火丘が未f:殆ど浸蝕作用による解析を受けす，其の山

麓叉?こ鹿き熔岩原の姿を其の佳示現し，此の地匝が火山活動を終へて後未f:幾何も時聞を

経過してゐない事そ示してゐるふ而して其の西南部のー熔岩流は黒川の峡谷に流れ入って

腕艇戸下の封岸~(西ケ〉に注し，叉ナニ京都帝大火山研究所所在の火丘北麓に流れ入つに熔岩

流は栃木熔円 1:に生じたシシドキillf原なる小渓の建設せる河成段丘屠を被ひ 2-5米の厚

さな以て流下したものである!是等は北西部火山地区の活動が如何に近時迄行はれずこかを

率直に物語る絶好の誼様である。恐らく本地区の火山活動は中岳現噴火口の活動力が盛ん

に行はるゐに至つ七時其の勢力を奪はれ始めて活動を休止するに至ったものと解すべきで

あらう。

本地域中日佐ーの例外は蛇ノ尾 (754.2m)火丘にして，南西に閉口せる爆裂火口を有し甚

7ごしく解析を受け厚く表土と樹木とに被はれ未百岩石の露lli~と見る事が出来ぬ。従って之

は何れの時期に噴出せる火丘なるかを唯める事が出来ぬが，上蓮の地匝より遁カ、に菩きも

のなる事は言を倹fこぬ。

杵島岳，上米i家，蛇ノ尾を*80':、t皇居市東 JTに延長すれば中岳火口に達し，之は火丘構造

線として重要視すべまものである(米j劉よ之より分岐せるー支脈 l二にPl'U1¥しすこものであ

る〉。百"ijして夏に各火丘，-於ける火口配刈の賦況そ見るに往生岳及 1:本ほの 3筒の火 IJが

(259 ) 



阿蘇中央火」主群地質構造紙報

東西に配刈 し，杵島岳の 2 大火口も亦東西に姐ひ何れも上~の支脈に交叉して束 I ILjに走る

所の二共的小折裂系のある事ぞ物語ってゐる。五高分のー陸地測量部地圃 l二，赤水騨と蛇

f尾との丁度中聞に束西に延びfこ2箇の小凹地が記載され，父?こ其の北東に東北東に誼び

2箇の小凹地があって何れも其の束南東が小丘阜をなすは共に遊に述べ?こる 2構造線と聞

係あるものに非すもやと忠はれる。

火山岩と其の産獄 本地区ぞ構成する火成岩は先きに蓮ベナこ如く殆ど外観一様にして，

第 3岡杵島岳西麓(バス路)熔岩

多くは銘祥月犬の多孔質組面のす}石より成

め，品黒の地に白色の斜長石，光津ある

輝石及ひず褐締色の隊棟石斑品の認められ

るもので，時に熔岩流の表面或は集塊岩

中の岩塊は赤禍に酸化するも其の内部は

常に上述の如くである。

之を頴微鏡下に見れば石基は補黒色ぞ

呈し其の量相賞多きものより殆ど之を快

くものまであり， 此の中に斜長石，輝石，

撤慌石，磁蛾績の小結晶散在し，概ね玄武

岩質構造より Pilotaxiticに至る縄基性安

山岩の構造是示し，斑品には科長石 (An50-90，杵島岳は性生岳より柏、t 斜長石分多し，

大いさ 2.2mmXl.2 mm-0.3 mmXO.l mm)，輝石(淡締乃至淡総禍，大いさ 2.5mm)く

1.6 mm-0.3 mmXO.l mm)，撤概石(無色叉は淡褐，大いさ 0.7mmXO.5 mm-0.08 mmX 

0.08mm)及び磁蹴競(大いき1.0mm-0.16 mm)が主として認められ，紫蘇輝石 (Xor 

y=禍叉は黄， z=青締又はi炎青締，大いさ1.0mmXO.3 mm-0.3 mmXO.l mm) も少し

く存花する。I止等の量比を代表的i事片 2葉に就き積分器にて測定せる結果によれば弐の如

くである。

石基:斑晶 斜長石輝石紫蘇輝石撤撹石磁鍛錬

(100) 斑 品 (100)

杵局岳 ， F:J 70.7 29.3 72.1 15.9 0.7 10.3 1.0 

往生岳 L上'12) 72.8 27.2 77.3 8.0 十 12.5 2.2 

耐して之が 1ヒ主要成分は竹:i~'j fh~熔引にあっては 円 il )2 (51.88)， TiO" (1.18)， Al~O; (17.15)， 

(:l1)0) 



阿蘇中央火丘群地質構造級報

Fet， (4.50)， FeO (6.59) l¥TnO (0.01)，五fgO(4.16)， CaO (8.94)， Na20 (2.72)， K20 

(1.52)， P，O" (0.30)，日ョO十(0.57)，H2()ー(0.16)，Total (99.76)であって，化事成分上

より観れば玄武17の酸'性なるものに属する。

杵島岳に於ける噴出熔岩盤化以ì'~~与を見るに3 山頂部附近のものは開基性にして紫蘇輝行

ぞ含ま今，其の山麓部のものに方灯、て始めて常に少量に之を認めらるゐに至るものであっ

て，上表に掲it-tこる杵島岳 (F3)は蛇ノ尾南方 1粁にて，又fこ往生岳 (F12)ほ往生岳西

北西館なる坊中 噴火口自動車路上にて採集せられたるものである。米塚の岩石は紫蘇輝

石の比量長も多く，上米J家は佐生岳等と同様紫蘇輝石は軍に副成分をなすに過ぎぬ。

遺岩鏑物に就いては上米塚に見出された紫蘇輝石が軍斜品系に属し Ẑ C=12' にて多

色性 Z=pa!eb!uish， X or Y =pale brownish yellowなる事が注目された。

ごたに各熔岩噴出の順序に就いては地形的考察による外なく先きに地形の項に述べfこる所

在以て査されて居るが，此の外に性生岳北東中腹にして高塚市方に蛍る谷中の)i{に於し、て

往生岳の噴出物が中岳(現今活動の火丘〉の噴出物と互に重り合ひ，性生岳の活動は中岳活

動の初期には向ほ旺んじ行はれてゐ7こと考へられる事賓が認められる。

先に述べ7こるが如く賓地踏査の結果未t:4箇の火丘附近以外の地馳より熔岩の流出せる

場合を地形的に見出して居らぬが，更に十分なる踏査ぞ行ひ山石をEに比較研究して其の

中に含まれる紫蘇輝石の量が熔岩流により寡多ある粘等に注目すれば 2-3之を護見し得

べきであると思はれる。

南西部火山地匡

地形と地質先きに線設の項中に略述せる如く本地匝は其の地貌上千里ク演を頂上に戴

き之より西方に緩斜する基地朕地匝と南東隅に・匝ぞ1!FJする険峻なる解析火山地匝とに二

分される。千里ク積地形匝は其の地貌甚t:軍調なりと雄も地形は漸ゃく解析を受け渓谷は

深く刻まれて其の底に四時流水あり岩石の風化i析やく深くして表土厚く，矯めに此の墓地

上には多数の部落が建設され既に人類棲息の舞肇となって居る。此の事買は北西部火山地

匝中山麓えと除き殆ど村落〈但し御手洗部落の数戸が南西境近くにある〉ぞ快くものとは全く

異る所の景観である。千里ク演地J~rM; に於いて其の軍調を破るものは千里ク演火口の南々

西に位する烏帽子-，1{，.(1337.3m)である。本火丘は地質調査の結果其の頂上が菖千里ク誼熔

岩に被はるる所の解析火丘にしてj>{，j西方じ自己の噴出せる熔岩ぞ今日露出し居るも ltの噴

(261 ) 



阿蘇中央火丘群地質構造概報

火口の位置を確める事の出来ぬものである。

千里ク漬火斤:(火口西壁峠約 1160m)は烏帽子岳の頂上を北々西に梢:下つに所に起った

一大爆護火口内に噴火し湯ノ谷より下に展開する墓地J伏火山の上にアスピ・ホマート型の

火丘として最後に建設されたものである。今日山頂に直径約 800m に達する固形の浅き

奮火口を有しp 此の中に更に大なる寄生火口や持ってゐる。千里ナ漬火丘は熔岩の薄暦と

火山砂喋G字石を含む〉の瓦暦によって形成せられ7こるため，甚f:崩れ易く従って山腹に大

なる裂漢の護蓮を快き地形闘に見るが如く無数の小裂漢が生歩るに至ったものである。頂

上なる噴火口跡の康きも亦fこ同ーの原因により，大噴火の行はれ7こる後火口壁が周園より

崩れ落ち此の大いきに達しに矯てずある。

千里ク演西腹えと西に下れば中腹と山麓との聞に湯ノ;谷1mt泉があわ，地勢複雑となりiねな

る 840mの小丘が描立しすこ地形沿示してゐる。此の地域は後に辿べる如く千里ク演火丘

ぞ造る山石より遁に縄基性にして内眼的にも容易に他と匝別し得る暗黒なる安山岩より成

り，叉fこ明治 16年爆護を行へる火口跡も此の中にあつに。火丘建設活動の中心は今日明

かならずるも寄生火山fニる事は明かなる冶以て眠りに之を湯ノ;谷火丘と呼ぶ。湯ノ谷火丘

は地勢上之より下に展開する栃木熔岩上に坐し，千里ク潰火丘に被はる込ものであって山

上に北東一南西に並ぶ3筒[の小火口跡が在るカ、に思はれる。又すこ千里ナ潰南西にして湯ノ

谷火丘 (840m)の東南東に位する 967mの小丘は之れ亦7こー寄生火丘なる事は明かであ

る。本火丘を形遣る火山岩は烏帽子岳m上のものに類似するを以て{回りに之を小鳥中Ir了会火

丘と命名する。

究に湯ノ谷火丘以西黒)11，白川に至る熔岩壷地を一瞥すれば，研究所火丘 (567.7m)が‘

楯賦の小丘として特に目立つ外，著しし、地形上の幾化を見ない。此の前究所火丘は後に遁

ぷる如く阿蘇中央火丘群中長も酸性にして黒雲母ぞ含有し，中央火丘群中全然特異の岩石

より成る火丘である。此の外地形的に一見著しし、特徴を示さぬが湯ノ:谷温泉と研究所火丘

との聞にある津津野，乙ク瀬邦落の存在する凹地はその北より北東に疋り梢=急坂をなす

正阜ぞ繰らし，地とりによる陥浸地か或はー噴火口跡と思はれRつJtの位置は宛も阿蘇中

央火丘群中の最大構造線上に位するが故に甚だ重要硯すべきである「依って偲りに此の[UJ

地を乙ナ瀬問地と命名し将来の附究を倹つ事とする。

攻;に南東部の解析ケ受けたる地隔に目ヰヒ縛すれば塑宣r~ÚJ (1日3m)は既に甚しく解桁
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ぞ受1}1こる地貌与を示し，山躍の北東部には東北東に聞いた火口の跡が窺はれる。此の火丘

は烏帽子岳噴出物に被はれ西なる夜峰噴出物を被ふ tのである。然し来麓には中岳より流

出して腕艇南郷谷中松に達する新熔岩あり，之によって其の東側なる惜山噴出物との関係

を絶fこれ居るが故に地形設固により其の新茜そ判歩、る事が出来なk、。

最後に夜峰山 (913.1m)を見るに之は軍に南西部火山地に於し、て最古の火丘fこるのみな

らT'，居序接的及び岩石接的見地よりすれば中央火丘群中最古の火丘のーなりと思惟せら

るミものである。夜峰山は南面に 30、の急坂与を以て傾斜する南4去を残し，北半は後に起っ

た大爆護に依って失はれ，此の火口内には蛍時の抽出物を始め，その後に噴出した御寵門

山，烏帽子岳等の噴出物が堆積し殆ど之を埋め輩してゐる。

夜峰山の北西，垂玉iR泉西南西なる小峰は恐らく夜峰山大爆護火口又は蛍時の他の爆護

火口(恐らく小峰北西腹の)内に其の後間も無く噴出しすこ小寄生火丘の破壊されすこるもので

あって，岩石の外観夜峰山のものと異るも大韓同種のむ石と考へられる。

火成岩と其の産献本火山地匝ぞ構成する火成岩は全睦として先きに~べTこ北西部火山

地匝に比較すれば，第一に遥かに階性なる貼に於h、て全然異札第二に其の慶化の範囲の

頗る大なる貼に於し、て全く其のi臨を異にするものである。第三には化製成分上千里ク漬火

丘群の大部分が流紋岩或は石英安山岩に相官する成分を有するに拘はら宇唯に一つ研究所

火丘の黒雲母ぞ含むものを除き他は悉く石英も黒雲母も角閃石ぞも含ます，普通輝石，紫

蘇輝石を主とし，撤概石斑晶を副成分として持つものもある事であるo ?:1.Jこ第四tこは千里

ク演火丘群の岩石は其の石基が破璃質叉は粗面岩質であり，且つ斑品の量の甚古多い岩石

にあっても，石基には比較的斑晶少く現璃質なる事であるく叉7こフエ Jレシチックなるもの

も全く見蛍らなh、〉。之れ北西部火山の岩石と甚fこ異る所である。要するに種々なる黒占よ

り考察し千里クi賓火丘、群を構成する噴出岩は鞭基性岩柴から分化して生じた岩柴が通常の

流紋岩々援より未Tご遁かに高m.なる時代に地表に到達して念冷せるものと解蒋される。従

って千里ク演西鐙部t二展開する熔岩聖地の成生は岩柴が掠賞成分を多量に含有する事仁よ

って賦奥された流動性のみの鴛ではなく，買に高地なるが矯め液躍の粘性が少なカ1った事

に01*する所甚に大なるものと解される。

本地域I手i麓部の聖地を遣る:俳岩は之ぞ恒主堕査と栴し，地質固に示す如く之ぞとどfの 2

部t二分つ。 1"部のものは斑l晶の量甚仁少し上部のものは斑品の量一甚に多くして比統的容
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易に雨者は匝別される。下部;熔岩は栃木温泉より戸下淵泉に至る聞の道路に沿ひ美しき杭

航節理ぞ示して露出する厚き熔-f+tiiであって，部分にては控青宕質黒曜石(水溜一栃木

遁上のものは分析 1に示さる〉となり，

烏帽子丘南麓より垂玉湛泉に亙って分

布する熔岩冶{毘りに烏帽子岳熔岩と稽

す。本熔岩は斑品の量，種類等に闘し栃木

上部熔岩に類似する所あるも後者は上遁の如く甚7ご多孔質にして屡ミ流理を示し且つ輝石

句影

6令〆・t

• $' 

拘，
4げW
4

也

九

-:喝寄与
A、て

二 __.

"可

3ルー

‘Z .o 
J 

第 4岡栃木下部;熔岩(分析されたるもの)

時には黒川沿ひの露出に見る如く Sph巴-

rulite を多量に含む噌灰色の岩石となる

事もある。失に上部熔岩は気泡ぞ含むこ

ャハ と多く，之が屡，lli行lこ引き延されて流

理を示すことがある。此の17石は輝石の

大なる斑晶を含み野外にて容易に匝別さ

れる。

の大なる斑品を有するに反し本熔岩には此の事なく叉ナこ其の産献も急斜面上に凝固し流動

性の大ならざるを示す。栃木熔岩上部中

には輝石斑品の量，紫蘇輝石より多く，

烏帽子岳熔岩は之が反撃すなるは阿蘇中央

火丘群に於し、ては大韓前者が鞭基性高渦

にして後者は敵性低地なる事ぞ示すもの

と解され，ーは墓地JI犬熔岩ーをなし，他は

火丘をなす所の産j伏と一致し後に東部火

山地匝の岩石毛ど~ぶ所に於k 、て此のこと

が愈z明かとなる。

ごたに千里ク演火口周囲そ形遣るれ石

岡 (千里ケ演熔岩〕ぞ見るに其の熔岩は空気

• 
に鰯れ隈化せる赤褐色部と然らざる黒色部と交互して縞欣構造を示し，部分的に黒曜石或

第 5岡千里ケ演火丘熔岩(分析されたもの)

は涯青岩様岩石となれ， fLつ各熔おは厚暦ぞなさすて拠出物の屠と互1貸する所の性質を11し
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一見明瞭に他の熔おと匝別さ hる。

印ち以上 4 種の熔岩に就いてた~ベ大所を要約すれば千里 ク出火丘系の熔岩は甚fニ吸物質

なるか気泡そ多 く含有 L，岩却が揮琵成

分に:15んだ事が烏帽子fi;'~}，j麓より垂玉に

亙る熔告と匝日IJされる皆しい特徴 であ

る 而して此のお柴が普通の流紋岩 集々ー

より~カ、に視度高かわしと推定される事

は既にたsベナニ通りである。向ほ研究所火

J千.を形成せる有楽は栃木熔岩より低地で

あり，湯ノ谷火丘ヰヒ造りし岩泉は揮費分

少き縄基性のもの として其雨極ぞ現すも

のなるべき事は次に示す積分器による各

成分錨段l容積ー表を比較すれば明らかに理

解される。

石基 斑晶

(100) 

(SW 7)千里ケ潰熔岩 92.1 7.9 

(SW 4)烏帽子岳熔岩 58.3 41.7 

(SW 3)栃木上部熔岩 59.1 40.9 

(SW2)栃木下部熔岩 90.4 9.6 

(SW 6)湯ノ谷熔岩 67.4 32.6 

(SW 5)研究所熔岩持 約5-6

(SW 1)御鑑門熔岩 86.4 10.6 

(Yo) 夜峯熔岩 71.0 29.0 

*黒雲母が主なる有色鋭物の斑晶

斜長石

77.5 

76.9 

75.8 

78.4 

73.8 

多

75.8 

67.4 

第6岡湯ノ:谷熔岩

輝石
紫蘇

被撹石 磁鍛錬
輝石

斑 品(100)

2.5 10.0 10.0 

8.1 10.6 0.7 3.7 

13，9 5.6 + 4.7 

7.95 5.7 7.95 

12.1 + 10.2 3.9 

+ +叉 ρ ー + 
7.3 9.9 7.0 

23.3 2.3 7.0 

是等の;熔岩の中化製分析の行はれたるものぞ掲ぐれば， 溜水と栃木地泉との中間にて

採集せるj歴青岩質黒曜石に近き栃木下部熔岩は SiUョ(72.50)，Ti02 (0.40)， AI，O'l (13.91)， 

FezO" (0.40)， Fl'O (1.38)， l¥fnO (0.06)， MgO (0.02)， CaO (1.34)， Na20 (4.17)， EJ) 

ぐ5.01)，P20δ(0.13)， 1-1ρ十(0.60)，H20ー (0.16)，Tota! (100.08)にして叉fこ湯ノ谷と

千里付賓との中聞にて採集せる千里付賓熔告は只iO，(66.86)， ，TiO~ (0.80)， A1203 (16.16)， 

Fe20~ (1.20)， l八、0(2.76λ :¥flIO(0.05)， :¥fg-() (0.90)， CaO (2.93)， N江20(4.10)， 1三，0
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(2.97)， pp-， (0.26)， H50+(0.62)， H20一(0.10)，Total (99.71)である。

分析せられにる栃木熔岩中の科長石 6箇を経緯鏡牽 1"にて測定せる結品によれば (0.10)

曲線に照し Ari40-54であり，湯ノ :谷北方の千里ク渚熔岩では An48-50程度のもの

の多きを見出しに。倫ほ烏帽子熔岩では An60-61，栃木上部熔岩では An62-64，湯

ノ谷熔岩では An88が測定された。

千里ナ漬火 丘群ぞ構成する岩石l二於h、て斑品の大いさ及びその量は石基構造及び其の量

と共に重要なる識別の資料であり殊に野外で岩石ぞ匝別するに必要な手掛りであるから究

表に簡輩に述べる。

く単位 (mm)> 主十 長 石 輝 石 紫蘇輝 石

(SW7)千里ケ滋熔岩 2.2xO.6 -0.3xO.08 長 0.3-0.1 長サ 0.4-0.1

(SW 4)烏帽子岳熔岩 2.5xO.6 -0.3xO.1 0.8xO.6以下 1.6 x 0.5-0.24 x 0.1 

6稀~ニO.長サ2，2
(SW 3)栃木上部;熔表 2.5x1.0 -0.6x0.4 3.5x 1.6-0.8 xO.5 1.4 x 0.6-0.16 x 0.1 

(SW 2)栃木下部熔岩 1.6 x 0.65-0.3 x 0.2 0.3 x 0.2-0.1 x 0.1 0.3 x 0.2-0.2 x 0.8 
稀ニ1.3xO.2

(SW 6)湯ノ谷熔岩 2.4xO.8 -0.3xO.08 2.5 x 1.6-0.16 x 0.08 稀(0.8-0.6長)

(SW 5)研究所熔岩
黒雲母 (0.6xO.1) '7合ム以外 SW7×7XaF03酷3 I 似1λ0a83X x 

(S¥V 1)御趨門山熔岩 2山一2l 04×… …XO.3 
(Yo) 夜峯 山熔岩 2.2 x 0.8-0.15 x 0.05 長サ 0.3栃ニ0.7xO.3 I 0.3XO.1以下

第7岡御箇門山熔岩

次に千里ナi賓火丘群より古し、御寵門山

及び夜峰山等に就いては上表に示し?こ所

によって略陪其の特徴が知られるのであ

るが，向ほ二三言ぞ加ふれば， 御竃門山

の岩石は肉眼的に暗次色乃至極青黒色の

岩石にして多量の斜長石及び輝石類が肉

眼的に認められ，瀬微鏡下にては hyalo-

pilitic構造を有する安山岩iこして，斜長

石のiWJ定は充分ならざるも An63に達

するものあり，大髄ラブラドJレ石の全範

囲に瓦るものである。叉?こ夜峰山は斜長

;fiの成分の挫化甚7こ成く恐ら く An50-90に遣すべく経緯鋭謙一1'-にiWJ定せられたる 2例

は An65 !之 88である。 此の岩石は内眼的に明瞭な A.いさのUl11"1少く繊也:なる暗淡色無光
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揮の YJ石にして多少粗而岩/~:tii読岐おーに似たる外観ぞ有し容易に他の岩石と|直別される。

法にi主意すべきは北西部火山地匝ぞ構成する岩石の殆ど全部は勿論阿蘇陥泣カ Jレテ.ラ中

に噴出したものであるが，其の岩質に於し、て近時噴出せられたるれ石よりは寧ろ外輪山を

構成する岩石に似たる所あり，カルデラ成生の影響が外輪山を構成せる後に残留せる告撲

の上昇そ促し，其の剰蝕活動として最後に噴出せるものではないかと思はれる事である。

第 8岡東部火山地区地形問

東部火山地匡

地形と地質本火山地匝は前 2節に蓮ベナこる 2火山地匝の東側に位し阿蘇中央火I子;群

中辰も ï!ï~、火丘より現今活動しつミある中岳の噴出に至る迄間断なく火山活動の行lまれた

る地域であって，其の中心は略陪高岳の附近にあり，新火丘が茜火丘の上に幾度も重って

噴出しに後，最近に活動の中心が其の西部に移り最も破壊力を遅うしに一大爆震の後，其
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の爆裂火口内に今日見る中岳の噴火が起り迭に現在に至れるものである。此の地;岐に於b、

て山腹地形の甚Tご解折々受けて居るのに其の山頂部が全く噴出蛍時の若き火山地形を保っ

て居る事は雄掃に上速の経過ぞ物語って居る。

根子岳 (1433m)は東部火山地院の東部にー弧峰ゃなし其の主fこる地匝より隔離して存

在し奇岩凱立する鋸歯峰を形遣るもので，既に其の解析は壮年期に入り，王室形を想起し

得ぎる程の段階に至っすこ。其の輪廓に見る地勢は明らかに山頂部が念坂をなし山麓が緩傾

斜ぞなしに所謂コニーデ型火丘すこりし事を示して居る。然し主噴火口が何!Ji1にあったカ、或

は噴火口は 1箇であったか 2-3筒であったかは地形説聞に依つては之を決定する挙が出

来ない。

高岳-な中心とする木火山慌の中心地域では

高岳 (1592.4m)が主峰として中央東寄りの

所に位し， III頂l二NWに 400m，NEに520m

の直径を有し且つ卵形を呈して皿航問地与をな

す所の噴火口跡そ有 L，其の東南東壁は融け

て白川水源の深谷をなしてゐる。i山岳火口北

東壁の北北東l二隣接s して吃立する奇峰は鷲ケ

笠と呼ばれi高岳の基底に在って甚しく解析冶

受1ftこる火丘なる1・i}地闘上に読まれる。

高岳東及び南-点山腹も亦ナニ:梓しく開析沿受

け，今日見る高岳火口とは直接関係無きもの

と想像される。而して之ぞ現地に踏み入って

調査し其の地勢及び計石の分布l二従って其の

第 9岡噴火口附近地形岡

i党:a定むれは略(よ地質固に示し7こが如くなる

のである。:j(にh.J岳のili部を観察すれは.其の

中腹にて噴火口跡より 2粁の地勤にーの樗賦の丘阜(南東端 1106m) の在るぞ認める。 ~t

の丘阜は皇11Iと呼ばるる寄生火1干.に して其の山麓部に分布する円石の上に噴n'，し，之よめ

上の噴出物により被はるるすiが現地に臨めば容易にr_!f;解される。向(J.丸山頂上の噴火口は

其の形甚7ご不完全なるも第一噴火日中にーの中央火丘が噴出し其の火丘の中に更に中央火

(2G8 ) 
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丘が噴出して興味ある三重構造そなしたものであるむ

ヲ:に現噴火口周園の地形t二Uぞ轄すオLば， Jtの北京南の三而は高き障壁経緯らし，濁り

西方のみ低夷なる丘陵えとなして居る。然して其の地勢沿大観するに，現噴火口の西に北東

或は南西に持ゆるが如き高3の奮火丘があって始め中岳附近ぞ中心とし山麓部が同心国的

地形を持ったものと想像3れる，従って現火口は此の附近に起つに一大爆穫の結果，此の

西部が全く爆破されて一大爆護火口が形成され， Jtの中に今日の噴火口が新に生じて，現

に其の建設的噴火与を行って居るものと解すべきである。故に現噴火口丘は既に北方山麓及

び南方山鐘に達する長蛇の如き大;熔岩を流出する程の大;百動ぞ行つfことは雄も向ほ全く幼

年期に蓮-しにばかりの火丘であって，現噴火口の大活動は今後愈t 織烈となるべき性質の

ものと忠はれる。此の噴火口が有史以来熔表流を流出しずニ棋の大活動を一度もな d 10 るは

偶々最近 1-2千歳に瓦り小活動期にあるものにして，此の間に起った所の噴煙を主とす

る活動は未古川て之ぞ大活動となすに足らぬものである。

現噴火fJ北々束に位する情尾舟 (1323m)は其の山容峨々として，之より I'iiに位する新

火丘の基底をなす火丘の頂上部が埋浸を発れて地表に突出するものである事が容易に首肯

される 本火丘に於し、てJtの活動の中心は西部がlJEも古く北東部之に弐ぎ，南西部に最後

の活動の中心がありしが如くである。基底に横るものは徹概石輝石火山れの集塊岩にして，

第二のものは斑品ぞと僅に含む安山 円の破璃であり，品|二部は倣慌石蹄石安山17の結品質な

る熔YJである。Jとと略怯同期と思はるる時期の持石は噴火口南方印lち東部火山地医院i西部

に廃〈分布し，此の地域は解析ぞ甚しく受け容易に菩き火J干の残骸(直也，高距約1300111)

たる事が知られる。師ち長一1;部に粗商岩質!安山岩集塊討の厚暦あ()下部は撤間石複輝石支

山者の熔釈にして此の上に再び酸性なる粗而岩質安山岩の;熔れが31ミり民一上部に隊問石複輝

石安山岩が重ってゐる。而して此の上には夏に楢山山頂部の一部を被うて扇山(1303.4111) 

があり，山頂に浅く閉口せる皿似の火IJ跡を残し，火丘西南の絶壁に集塊麿ぞ挟む厚き熔

岩屠を露出してよく其の地質構造を示してゐる。本火丘より流出せる 2f!援の熔岩は地質闘

に示すが如く南方に向って流下するも地圃上では之を認め難し、。れ石は含紫蘇輝石微撹百

輝石安山 r-tである。

中吊・ (1500111強〉は上述の惜尾岳，情UJ，扇山等の噴出物ぞ被うて最後に活動しに火丘

であって，高岳と相前後し高岳活動休止の後も其のi円一回iを続け，迭に今uに及ぶもので

、 2G~ ) 
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第 10岡 中岳南東部頂 仁部の南方に傾斜する噴出物j

(成暦火山構造を示す〉

ない。

ある〕然し火山接的に考古察すれば

現噴火口 I王は先きに;藍ベナこるが如

く陸地測量部地固に中岳と記入さ

れずこ火丘の建設に突いで‘起った大

爆震後，来rrに新火斤.として誕生せ

るもので，中岳と現火口丘との聞

には一期が剖さるべきものであっ

て，現噴火口が一般に噴火口或は

中岳噴火口と呼ばれて居るのは別

に深い皐術的意味のあるものでは

今日現噴火口の東方に障壁ゼなす所謂外輪山(火口丘の護法幼く未fこ充分なるー峰をな

ささ‘る故爆麓火口壁と呼ぶ J;";がよろしかるべしj より東側なる真の中岳の構造与を見るに長

古の熔岩「含紫蘇輝石微崎石輝石安山古川ま両方なるスキ崎及斗輪山北部('11_1吊の記入ある

地動〕に露れ， スキ崎には約 611傑の岩脈(叉は板月た睦， dykr走II'JNI0"-15' E 傾斜 Sへ75。

_850 ~'l ~ 30 cm-200 cm)の之ぞ貫くのが見られる。々に北部外輪山の一部をなす熔岩

(合機関石複輝石安山和〕が之にそ久'ぎ此の111・I泣いド心として噴火し，北京1IflJI酔山に濯する

・大熔宕を流しれ"

而して最後に噴出し7こt，のぐ合1敬暁石;腹部r.石安山円〉は所帯外輪山の束暁中央部と皿山と

を形;宣るものである。皿山東端の裂j突はi欄71:ナ1'tと稀l，既に伊木博士が認められたる所

の構造谷にして略以降i北に走，)，先きにj~へf二る板I1犬瞳の走Irij と一致する。

噴火口丘は阿蘇山の現噴火口の活動に依って建設された火丘であって，中島大爆裂火口

rllに噴出し， 1頁l二には小噴火口 8筒(或は 7筒)径数へ NNWより SSEにおtぶ3筒の

主火口と南端の主火口を固む 4筒(或は 3筒〉より成るものである。是等は全膿として 1筒

の不規則なる繭形の一大鍋航問地を造り，綿郁して噴火口と呼ばれる。活動の中心は古来

履 t 是等の聞に移動し，J，}近に於し、ては明治時代には主として第一火口が活動し，大正時

代より昭和 4:if-頃迄第四火口が活動の中心となり，其の後再び第一火口に活動の中心が移

つに。昭和 4.{f-頃各火口に現今の如き番載が採用せらる前には是等の火口の中第一，第二
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A 
B 

C 
D 

E 
F 

第 11岡 A 根子岳耳沼s:lfr岩 B :iさケ峰下部熔場 C 陥尾岳中郊の上暦熔岩 D 橘山熔

岩 E 扇山熔岩 F 中岳熔岩
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を北の池，第三ぞ中ノ池，第四以下を綿栴して南ノ池と呼ばれた。之が全瞳の長さは南北

1粁齢，東西幅庚き所で約 450米である。噴火口は静穏時には水与を湛へて池をなし，有史

時代に於ける活動期には之が乾れて火口底は大いに深まり其の底に赤熱の熔岩が目撃せら

れ最盛時には火口より向ほ凝固せぎる熔岩片が火山揮として拠出される。而して活動衰滅

後は周固に硫気孔沿生じ，多量の硫黄其の他の物質を昇華し，之が採掘の行はるる事も屡

あ々った。

噴火口丘は二重の構造ぞ有し，基の現噴火口を園緯し，北々西端に於し、て一致 L，西側

にては僅に離れ，南側にて幅 250mの砂千里ク潰(此の中に明治 37年の噴火が起れるも今

は其の跡なし)ぞ距て隆起する所の宇儲固形の弧航丘陵があって低夷なる外輪山を形遣っ

て居る。此の噴火口壁は NNW端i誌も高く(1311mj，火口は此慮ぞ略l孟中心として北西，

西及東西に傾斜するが放に伊木博士は此慮が主7こる活動の中心で‘あつに事を既に111'1へナこo

岩石は含紫蘇輝石倣慣行輝石安山岩であって玄武岩に近い性質のものである(ごた頁の表参

照〕。

火山岩と其の産拡 束部火山地匝ヰヒ構成する火山討は其の噴出時期は最も古いものから

現今に至る迄阿蘇中央火山群の各期に瓦るが種類は慨して権基性にして栃木熔岩に見るが

如き酸性なるものは極めて少し、Q 叉?こ其の噴出物には集塊れがJdも多く各火丘は何れも成

居火山をなし，流出熔告も可成粘性大なりしにめ，現噴火口附近より流出せる熔岩(例へ

ば中松;略行〉の外は背しく長き熔yt流ぞ遣わたるものぞ見なし、。肉眼的に大部分は多孔質

組撃なる路浮航にして多少，現璃質なるか，或は結晶度が基fご進み肉眼的に微細砂行様石

基の中に斜長石，輝石類，徹撹石の斑品の散貼する岩石冶なし黒曜石質或はi歴青山質のも

のは少量古き火丘の噴出物中に見られるのみである。

;宣岩錨物中有色鏑物の斑品に就いて言へば本地区の火山口は悉く普通輝石に富み，外に

屡 t多量の徹陛石を含有する。然し情尾岳民 111熔77及ひ‘惜山中部熔引の如く之を含まぬ(全

然含まねか否かは向(;i吟味te要す)ものも少量ある。之に!近し紫蘇輝石は常に少量存し，

然も普通輝石に匹敵する碑多量に含ます下，撤慣行ぞ快くは惜I11中部熔岩，情尾岳民 i二部熔

岩の 2種に過ぎぬい

此の紫蘇輝石が普通輝石の量に匹敵する量に達すれば徹慨石が殆ど含まれずるに至る現

象は箪t二点部地区のみなら't'阿蘇中央火丘群全域の火山岩に見る著しき特徴にして甚!:1主
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|石基斑品|斜長石輝石紫前巨蘇石 概石磁鍛鎖

(Nc 1):t良子岳(西 官官) (1) (2) (3) (2) (4) 

(Ne-2)根子岳(東 部) (1) (2) キ (3) (4) 

(E -1)鷲ケ主主(下 部) (1) (3) + (2) (4) 

(E -2)鷲ケ峯(上 昔日〕 (1) (3) 与 (2) + (4) 

(E -2)給尾岳〔中 部 上) 67.3 32.7 73.5 12.2 + 11.1 3.2 

(EI-2)楢尾岳(上 部) 70.3 29.7 66.8 (多)15.2 (少) (18.0) 

(EI-3)槍 山(下 部) (1) (2) (3) (3) (5) 

(E -3)槍 山(中 部) 85.9 14.1 (1) (3) '=f (2) (4) 

(EI-3)檎 111(上 部) (1) (2) (3) (5) (4) 

(Epm) 丸山 86.9 13.1 64.2 14.1 + 17.9 3.8 

(Epo) 扇 山 77.8 22.2 61.3 26.3 + 6.5 5.9 

(日 1-1)高岳(下 部) 73.3 26.7 48.0 39.3(少) 8.1 4.6 

(EIII-1)高岳(上 部) 73.3 26.7 76.8 9.7 + 13.2 0.3 

(EII-1)中岳(下部=南壁) 75.0 25.0 58.3 34.4 + 3.5 3.7 

(EII-2)中 岳(中部=北監部) 70.0 30.0 66.5 25.0 十 6.3 2.0 

(EIIJ-2)中岳(上京一壁部) 65.0 35.0 76.0 13.6 7.1 + 3.3 

iEllT-;))中松熔岩 (1) (2) (3) "'"" (4) ー(5)

(EIII-3)噴火口 56.5 43.5 87.8 5.7 3.4 l.8 l.3 

)中の数字は其の符績の大なるものより小なるものに従って単に順序を附したるもの。

c )は磁鍛錬以外の酸化鍛の沈澱せるものをも合む。

立すべき事貫ーである。同様に鰍暁石の量が普通輝石の量と聞各は伺量の場合には紫蘇輝石は

頗る僅少と なり全く副成分の位置ぞ占むろのみである。ごた点じ積分器を以て其の容量比を

測定せる結果を掲ける(J::表〉。

第 12同1噴火口東方外 輪 山
(中岳上部熔岩， ElII-2) 
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モ大に芭 y・銑物i~í 々の性質に就き記述す

るの要があるが;;jミTごJtの測定充分な らす

後日追って報告十するつもりである。然し

本火山地域の火成岩中の遣岩鍍物は一見

瓦に類似 し是等の性質の差異によ れ各熔

山岳|直別する事は困難なるが如くであ

る。斜長石の中経緯鋭査を以て iWJ量せ

られ了こる若干のものでは其の成分主とし

て An57-68にして，例外と して惜山

の酸性熔岩(中部熔れ|て部の黒曜石質岩〉

中の斜長石の一部に An43，中舟の辰も
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古き火口外輪山南壁中の熔岩 (EII-I)に An95に達するものの含まれる事が知られずこ。

而して一般に累併構造著しきや以て充'分なる測定の後ならでは其の員ー相は知り難b、。究

に輝石類は殆ど淡濁緑黄無多色性にして多少褐色の優れにるもの締色の優れ?とるものある

も，他の遣岩鏡物或は岩石の化製成分と如何なる関係があるかは禾fご明かでない。紫蘇輝

石に就いてもX叉はYが黄褐色Zが淡締青色にして，是等が火成岩の他の性質と如何なる

開係にあるかは未f:明かでなh、。唯中岳爆琵火口壁(外輪山〉北東部より仙酔山方面に流出

せる熔岩 (Ell-2) ~(l ~こは消光角 20、に注する軍斜紫蘇輝石があり，爆護火口砕j壁の熔岩

及様子岳西部熔字j-r(l{こも僅に数度の消光角ぞ有する紫蘇輝石のあることが特に注意され叉

子二根子岳西部熔岩の輝行の一部はピジョン石なる事が知られた。是等の岩石を除き本火山

地区火山岩の石基中の輝石類は多くは輝石にして紫蘇輝石を少量含んでゐる。之に反し各

成分鏑物の大いさは可成り幾化に富み野外に岩石冷匝 ~JJするときの重要なる手掛りとする

事の出来るものであるから之をそ欠に表示する(長さの軍1，y'mm)。

斜 長 石 世事 石 紫蘇輝石 撤 1覧 石

1 3.0x3.01土ピ小粒

2 2.2xO.8-0.3 xO.16 O.il x 0.8 -0.16 x 0.16 0.6 X， 0.2 -0.08 x 0.02 

3 1.5 x 0.8-0.3 x 0.2 0.3xO.2(粒) O.4x 0.2(粒)

4 I 0.6xO.2-0.16xO.03 0.5xO目4-0.16xO.12 0.5xO.1 -0.03xO.02 

5 1.6x 1.0-0.16x 0.03 1.6 x 1.01-0.3 x 0.2 0.6-0.1(粒)

6 1.2 x 1.0-0.4 x 0.1 0.8-0.13 0.6x 0.16-0.08x 0.02 0.6-0.08 

7 2.5x 1.0-0.3 xO.1 
0.8-0.3 (粒) 1.2xO.6 -0;3 xO.1 稀ュ4.4xO.6

8 I 2.2 x 1.2-0.3 x 0.2 1.3 x 0.5 -0.16 x 0.07 0.8以下(栓炊)

9 2.2 x 0.6-0.16 00.08 2.2XO.8 -0.08xO.05 0.8xO.3 -0.1 xO.06 0.6 x 0.2 -0.02 x 0.01 

10 3.0 x 1.6-0.3 x 0.1 1.3xO.6 -0.15xO.5 0.3xO.1 -0.16xO.04 0.3 x 0.12-0.03 x 0.03 

11 1.2 x 0.5-0.3 x 0.08 0.8xO.6 -0.16xO.1 1.0xO.5 -0.2 xO.06 0.2xO.08-0.1 xO.04 

12 2.8 x 1.2-0.12 x 0.07 0.8 x 0.4 -0，05 x 0.02 1.0xO.5 -0.5 xO.2 0.4-0.11 

13 2.2 x 0.8-0.2 x 0.08 2.5x2.0 -0.16xO.05 0.8 x 0.4 -0.16 x 0.03 0.0 x 0.8 -0.08 x 0.05 

14 
2.8XO.0-0.3 xO.2 2.5x 1.4 -0.2 xO.15 2.2 x 0.3 -0.5 x 0.3 0.5xO.2 -0.08xO.03 時ュ0.3xO.08

15 0.0 x 1.0-1.0 x 0.3 1.2xO.8 -0.16xO.12 2.2 x 0.6 -0.05 x 0.02 

16 2.3x 1.6-0.3 xO.15 1.0x0.4 -0.16xO.03 0.5-0.08(柱) 0.3-0.1 (短柱)
17 3.8x 1.6-0.16xO.1 2.5 x 1.3 -0.2 x 0.08 2.2xO.8 -0.8 xO.4 1.0XO.8 -0.1 XO.08 

18 2.0xO.8以下 2.2-1.2(粒) 0.5-0.5(粒)

l根子岳(西部)， 2根子岳(東部)， 3鷲ケ峯(下部)， 4鷲ヶ '% (上郷)， 5袷尾岳(下部)， 6檎尾

岳(中部下)， 7檎尾岳(中部上)，8檎尾岳(上部)， 9丸山， 10扇山， 11高岳〔下部)， 12高岳

(上部)， 13中岳(下部)， 14中岳(中部)， 15中岳(上部)， 16中絵熔法， 17噴火口丘， 18岩脈

(外輪山南部)
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是等の岩石の中今迄分析せられf二るものは高岳熔岩上部及噴火口熔f'fの各一種にして本

地匝火山山一全躍の化事的民相は向Li知 'J難し、。是等の外に先きに地震iザf究所の旧中氏に依

って分析され田中館事士によって報告されにもの及び河野塵土に依って分析報告されに噴

火口拠出物の分析が各一種あり， 一括して次章に表示したじた頁の表及第13闘参照〉。

阿蘇中央火正群の持徴

地形撃的特 徴

水平分布と垂直分布 (A) 阿蘇中央火丘群は阿蘇大陥浸カ Jレグラの中央に噴出し頗る

複雑して大なる火山群ぞ形成する事は著しき特徴である。

第四岡高岳山頂熔岩

本地域中に火丘の分布する賦i兄ぞ見るに

京端には根子岳が 1座離れて坐し，西する

に従って， 2-3火丘が南北に配列するの相

ぞ示し，西学に於し、て往生岳，杵島岳，千

里クi賓，御竃門山等が康き間隔ぞ置いて坐

し全瞳の火山地域が東西に延長し，其の南

北の幅束が狭く西に至るに従って庚がる所

の航況を示す。

(B) 火山の地形は甚しく解析程度ぞ異

にする多数の火丘の集合より成ると共に，

肇地航火山より困錐朕にして念傾斜ぞなす

火丘に至る各種の形態を包含し，以て流動性の著しく異る熔 17の噴出せられずこる事，熔

岩流の量が形態の異るに従って甚しく異り し事，或る火口は殆左手熔岩流出のみぞ行へるに

到し他の火口は熔Y;流出と火山灰，砂，喋の拠出とを交互に行へる事等を示し，其の活動

の機式が長期に亙り千種高別なりしぞ物語ってゐる。

火丘構造線 構造地質壊的に火丘配置の献を観察すれば，東より西へ根二f岳，高岳，中

岳，千里ナi賓，湯ノ :谷爆裂火口は略は-直線上に坐し，其の西 /J延長線は立野火口瀬に及

び明瞭なる火山構造線沿構成してゐる。突に明瞭なるものは往生岳，杵島岳，千里クi賓，

御竃門山が西方に凸耐を向けずニー弧線上に配刈する事貰であるに、 此の中高il三者の火丘は成

く裾野ぞ曳いて緩傾斜をな し， 是等の束部に坐する急峻な111吊lfJi民火l王群地匝と全く 其の

(~í5 ) 



向桜中央火丘群地質構造級報

E E lV V V1 

SiO， 72.50 66.86 51.69 51.88 53.12 53.52 

Ti02 0.40 0.80 1.20 1.18 1.02 0.85 

A!20 • 13.91 16.16 16.35 17.15 17.73 18.67 

Fe20. 0.40 1.20 4.02 4.50 2.36 2.69 

FeO 1.38 2.76 6.37 6.59 6.31 5.93 

MnO 0.06 0.05 0.12 0.10 0.17 0.14 

MgO 0.02 0.90 4.24 4.16 4.10 3.80 

CaO 1.34 2.93 10.13 8.94 8.66 9.27 

子，a20 4.17 4.10 2.86 2.72 3.98 2.90 

K20 5.01 2.97 1.30 1.52 1.88 1.81 

P20 • 0.13 0.26 0.28 0.30 0.30 0.27 

H20+  0.60 0.62 0.82 0.57 0.36 0.21 

H.O- 0.16 0.10 0.26 0.16 0.16 0.08 

Tota! 100.08 99.71 99.64 99.76 100.15 100.19 

Xormative ~‘λOirnb22叫7 0 {AOAXnL1u 8 O jAAorbBl4ao 8 e fe!spar 
主b拍 Ab" Ab.. 
An， An.. AIl4S 

~ormativc 
En. En“ En.， Fn.， En .. En". pyroxene 
FSS6 Fs，. Fs" Fs2• FS32 FS3' 

1. 栃木下部熔岩(長陽村7~溜南西〉複輝石アンデシシ黒耀石 (分析者尾山竹滋〉

[. 千里ケ漬熔岩(長陽村千里ケ演火丘西腹〉複輝石アシデジシ粗商岩機安山岩 (ゲ〉

JIl. 高岳頂上熔岩(色見村高岳火口南西壁〉撤撹輝石ラプヲドyレ石安山岩 (ゲ〉

1 V. 杵島岳熔岩〔黒川村杵島岳西驚〕撹握耳石ラプラド 1レ石安山岩 (l.f ) 

~JI 

52.66 

0.95 

18.31 

3.24 

5.89 

0.13 

4.40 

8.67 

3.73 

1.86 

0.28 

0.26 

0.29 

100.00 

Ab，. 
An.. 

FES『1剖.， 

Ij. 1933掲出宇凝固熔岩片(黒川村阿蘇噴火口西腹)撤概石複輝石ラプラド Jレ安山岩 (ゲ)

Vf. 1929掲出物「問中館秀三」阿蘇火山最近の活動岩磁， VOL.Iより事事裁

XIl. 1933 m出物「河野義種，昭和 7.8年阿蘇の活動」岩磁 ¥'01.XIIより将載

地貌を異にし，殊に千里ク消火丘の如きは其の蹴殆ど、外輪山的である。若し阿蘇外輪山熔

岩流出の大火口が中央火丘群地域の何慮かにあったとすればJよれは絡に此の弧の内側にあ

つにものと想像せぎるを得ない。更に此の度の調査により甚しく解析せられにる束学地匝

の沓火丘慣尾岳(中岳の北)，鷲峰(高岳の北)，丸山(高岳の f~i)及び惜 [1.1 (中岳-の南西)が}¥.

鰻ー凶周上に坐し，中岳高岳等の最新の火丘は之が中央火丘として噴出せるものの賦そ示

すものなりとの結論に達した。其のi也中岳より北々西に杵島岳，上米塚，米塚(及び蛇ノ尾〕

勾;を連ねる新火丘刈，信山，御竃門山，地獄燥蛍火口のig火丘刈も偶然なる配列として等

閑1視するよりは寧ろ火山構造線として其の地質事的意義冶認むべきものと思はれる 、

岩疲化事的特徴

中央火丘群各火丘聞の差異 =欠に阿蘇中央火丘群を構成する山石の'{+iin1的特徴そ見る

に，其の Zi--は化率的特設であって千里ナ出火正のJR;雪地 11\物たる栃木I: I~fl熔 f'} (黒曜石
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阿蘇中央火丘群地質構造概報

に泣きもの〉は殆ど流紋引に近く，千里クi賓熔引も暇性にして組而質安山岩であるが杵島

岳〈往生岳等も略伝同様)， r~':î岳熔円等は化率成分上酸性の玄武山こ凶すべき鞭基性 Yfであ

る。而して其の{也の岩石は未t:分析せられ7こるもの少く其の詳細を明に IJNさF るも ，t~kí' 

子岳iお麓，作~J軍門山等の岩石は穎微鏡下の観察により自u速の如き掛端なるものの中聞に入

る事明らかにして，阿蘇火lI:群噴J出YJの化事成分は南西地区，東部地匝及び北西部地区と

も新lli各朋にð~~ 、て-)Jーより他ケに漸次竣化し，其の盤、化の範囲頗る大なるものである。

20 

15 

10 

5 

。

"0.......阿録中央虫丘

51) 55 60 65 70 7j 
Si02 

第14岡本邦火山岩手均成分と阿蘇中央火丘群1噴出岩との
針比立主びに分化表

而して本火山地域に於いては

酸性，中性，鞭基性なるもの

の量が伊jれも互に相匹敵する

程の大量にして，本邦多数の

火山に見るが如く主なる熔岩

の成分は略伝一定にして外に

少量の酸性或は開基性なる特

殊岩を持つと言ふものとは其

の火山撃的意義に於U、て全然

異るのである。之を噴出物の

時の進行と共に起る髭化ぞ見

れば大瞳鞭基性噴出岩に始

り，栃木熔岩，惜!己<1'部熔岩，情山中部熔岩の如く酸性黒曜石質岩に聾じ，最後に縄基性

岩に究第にもit化し?こ「第 15固参照〕。

同事中央火丘群火成岩の化畢成分と他の火山帯に於ける火成岩の平均化畢成分との比較

阿蘇中央火丘群を構成する噴出岩の化事成分を山田節三氏の奥へfこ霧島火山帯上の岩石平

均成分の曲線と比較する時 Si02に比し Na20の多き事及び CaOと MgOとの少き事が

it泌される。叉之を雲仙岳熔行或は議岐岩類と比較するに ]¥IgOは主仙火山熔岩，讃岐岩

とも諸島火山俳の21三均と略伝一致し，本域のものよりは遥かに多し、。然るに Na~O は雲仙

火山熔岩の21':均より活かに多く，讃岐岩の平均より造カ、に少いわ而して之を山田節三氏の

奥ヘナこ本邦平均の火成岩鍵化国表に比較すれば上~阿蘇及ひ共寸 L J:L 斗の 3 火山地区とも

I三，()に於し、て遥かに優って府るのである。向{J阿蘇'1'処火山群のみに就いて言へは CaO
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阿蘇中央火丘群地質構造段報

もl¥IgOも本邦平均よりは著し く低く ，FeOも柏、¥1)f~、が， Na20 は IむO と共に著しく

多いのである υ 邸ち一言に言へば稿t アルカリ岩に近似しずこ岩石成分そ有するのである。

之ヰヒ要するに本火山地域の岩石は讃岐岩類，雲仙火山;熔岩，霧島火山積火山岩の火山匝

の岩石の化撃成分が本邦火成岩のZJ王均成分に針して占むる所の特徴の一部を共有し，全韓

として本火山匝濁特の中間的特性ぞ示し，之はカ Jレクア Jレカリ岩より少しくアルカリ岩に

接近して居ると言ふ興味ある特性を意味するのである。然 し之が其相は将来の研究に倹つ

べきものであって軽々に論断される事を許されなし、。唯，外輪山そ含む阿蘇大火山活動の

全様式が之より南なる姶良時宿43:の大火山活動と酷似する事賞与と無視し得ぬから，岩衆論

の結論も勿論之と調和するものでなければならぬ。従って中央火丘群火成岩の化事的特性

の一部は恐らく本地域を構成する基盤岩類の影響に蹄せらるるに非歩‘やと思はれるのであ

る。

建岩績物の岩石事的特徴

酸性岩中の特徴 0¥に岩手1の化事成分と錨防成分との閲係を見るに其の辰も暇性なる栃

木上部火山に就いて見るに SiO~ 72.50九。に して Normの Qが 26.10，Or 44 Ab 50 An 6 

に蓮するに拘らす全く石英及び アノレ

カリ長行を含まT，有色鎖物も輝石

紫蘇輝石に限られ，角閃石 も黒雲母

も含まざるは本岩噴出世11寺山撲滅度

甚Tご山〈未fご石英， アJレカリ長石，

角閃石及び黒雲母の如き低im成生の

錨!仰を品出するに歪らなかった事を

示し甚だ興味ある現象である。此の

如ま雌性干;寸"に於け る高組織物7)イf

平1:は権基性岩柴より分化して生じプこ

る般ドt岩蝶よめ本岩が生じたるもの

である事を示し，元*の階性汁摂よ

第 15闘阿蘇中央火山噴出順序表(中央のもの

程新し〈外闘上のもの梓ー古じ)

り生じたる酸性岩と匝別する所の有力なる手掛りとなすべき普遍的立哉ぞ有するものかも

知tLぬ。(阿蘇中央火 |王昨!Il J示者II '~任聞大謬阿蘇火山附究所の在る偲り にMf究所山と呼ぶー小

25生火11 1 のみは~~:~雲川沿 ~t;む斜長行vti紋岩よわ成る)。
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阿蘇中央火五二群地質構造概報

輝石紫蘇輝石及撒檀石の相互関係 阿蘇中央火丘群を構成する全火山岩は常に多量に普

通輝石斑品在含み一火丘にあっても或は本地域全瞳として;t'察しでも必1"'-鞭基性なるもの

程輝石の量多く，紫蘇輝石斑品を殆ど快かんとする事あるに拘らす，此の場合でも輝石と

紫蘇輝行とが共生する時には常に紫蘇輝石が其の核をなし輝石が其の周固に品出してゐ

る。郎ち紫蘇輝石の結晶は普通輝石より早期に始まり後期に至る程旺盛となっすこが普通輝

石は紫蘇輝石より後に品出ぞ始め，初期に-其の大部分の量そ品出して仕舞った如く一見観

察されるのである。而して此の紫蘇輝輝-石斑d占品lh1の量の泊長は撤樫石斑品の量と密接に開係し

一方が減1歩F

定せる結呆とに基いて比較すオれdばま凡そ S臼iO山)λヨ 5臼2~ζ己にして4哲特与去:通輝石と撤慌石とが略;係孟同量に

蓮し，紫蘇輝行の量は殆と'千よである(例，杵島岳，高岳〉。然るに Si02 が増加するに従ひ

普通輝石に達し撤概行が減じ紫蘇輝行の量が増して Si02約 60-65%に至れば徹概石の量

は殆ど零に等しく，紫蘇輝石の量は普通輝行の量に始めて略l云等しくなる(千里ク演熔山

より推定)。然し其の後SiO，量が更に培加しでも本火山地域に於b、て雨者の量比に著しい

幾化を*さないのである。

此の如き現象が果して如何なる原因によって生じにかは大いに攻究ぞ要する所にして筆

者等は未-r::是に封して答ることが出来ないlごl 然し，本火山群中の岩石も其の斑品は他の地

域の安山岩と等しく全睦の容積の30%以下にして，有色鋸物の全量は更に斜長石の字以"1'-

であるから是等の現象は岩石の全睦積の略f110 '1;或は夫れ以ドに闘しに問題である事を

記憶しなければならぬ。同時に其の品出，再融の如き化率的現象も比重の大なる矯めに起

る沈降の如き物理現象も障害の少なかった高温液韓の中で比較的自由に起った事が嘗然頭

に置かれて考察されなければならぬ。

最後に是等の有色鏑物より遁かに多量に千子在する科長石に閲しては向ほ附究の途上にあ

り詳細そ明になし得ぎるも化皐成分の酸性なるものは略除 An40-50の成分そ有し，鞭

基性なるものでは An55-70 ~と主とする如きも， CaOに著しく富むものの中には An95

に達するものがあり，開基性の岩石中には泉帯構造の頗る輩達せるものがあって今後充分

なる測定冶必要とする。然し今日迄には未古本邦各火山の火成岩に見る現象と著しく異る

ものに遭遇して居ない。
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結 歪五
回c

以上阿蘇中央火丘群に於ける火山岩配列の特徴，火山地形上の特徴，火山の構造地質感

的特徴，火山岩の化事成分上の特徴，火山岩の岩石壊的特徴ぞ概~しすこ所より考ふれば，

本地域の各火丘は互に甚しく其の特徴を異にすと臨も何れも脈絡あるー述の襲化の軌遁に

乗り其の曹、を訪ぬれば，之が同一根源より輩しすこものと偲定してよく理解せられる。

是等の大祭化は阿蘇大陥浸カルデラの中に恐らく更新世後学或は其れ以後に念速に展開

されたもので，初めに根子岳，鷲ク峰，情尾岳，夜峰等の基底火丘群が各所に噴出しつつ

次第に活動力が旺盛に11.]ひ千里ク積，往生岳，杵島岳等の大火丘が多量の熔岩を流出して

愈z中央火丘の本格的火山活動期に入ったものである。中岳の噴火は賓に此の時期に起り，

御竃門山火丘と楢山火丘との谷合を流れ中松に達し?こ熔岩の如きは:民の流動性の大なる或

は容積大なる動に於b、て正に杵島岳型の活動形式に属するものである。従って中岳は今後

も此の種の大活動を行ひつつ愈 t 大火丘建設に進むべきものであって，本火丘が有史以来

常に噴煙しつつも末記一度も大熔岩流出の記録を有せさ.るは偶t 千館長主或は二千蝕或にJI

り比較的静躍なる活動を行ひつつあるに過ぎぬもので，一度活動期に入れば腕艇駿粁或は

十数干fに亙る赤熱の熔岩流を流出して，大火丘建設の活動ぞ行ふべきは上遁の如く既に此

の火丘より南北に流出しずこ大熔ほ流の賓在と同種のYJ石にて依り同種の活動そ行って生じ

にる往生岳杵島岳等の作夜に!回して明らかである。

本研究を行ふに蛍り「本邦火成yi中の斜長行累帯構造の研究」に撃すして奥へられたる研究

補助金の一部そ使用せる事を記し，日本皐術振興舎に感謝の意を表す。叉南葉助教授は火

山研究所に於k、て研究上の種々なる便宜ぞ奥へられ，尾山助手は岩石分析を行はれたる事

そ記し謝意を表す。

本稿校正中根子岳頂上東部熔古(第19圃A)の分析が行はれた。師ちSi03(52.32)，Ti02 

(0.82)， AI20/18.63)， FezOl4.15)， F巴0(4.33)，MnO/0.18)， MgO(4.67)， CaO(8.58)， 

Na20(3.53)， Kョ0(0.81)，P三U/O.22)，HzO十(1.11)，H20ー(0.51)，Total (99.86)， (分

析者尾山竹梯)， 1)レム長イi01'7';; AU44'5 An4s， J)レム輝石 W02 • Enc，o Fs"である。
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